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※本検討会は、資源エネルギー庁と電力広域的運営推進機関の共同事務局により開催している。

容量市場の需要曲線の算定について

（Net CONEの扱い）
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2１．はじめに

◼ 容量市場では、毎年度のオークション毎にNet CONEの算定を行い、需要曲線をあらかじめ公表し
たうえでオークションを開催している。

◼ Net CONEについては、オークションの導入開始にあわせて算定方法について本検討会や国の審議
会で整理を行い、その見直しについては、検討会や国の審議会において、容量市場の2025年度包
括的検証を踏まえたタイミングに検討を行うこととしてきた。

◼ 2025年12月に開催された第109回次世代電力・ガス事業基盤構築小委員会 制度検討作業部
会において、Net CONEに関する論点について、検討が行われた。

◼ 本日は、国の審議会で行われた検討の内容を報告するとともに、本検討の参考情報の提供として、
包括的検証のCall for Evidence（以下、CfE）で得た内容や、海外の容量市場のNet 
CONEの動向の紹介を行い、最新の発電コスト諸元を用いてNet CONEを仮算定した結果と、近
年採用されているLNG火力の発電方式の状況から、Net CONEの検討に関するご意見をお伺いす
る。



3２．国の審議会におけるNet CONEの検討状況

◼ 第109回制度検討作業部会において、容量市場の約定結果の振り返りと、Net CONEの設定に関
する論点について検討が行われたため、以降のページで紹介する。
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14３．包括的検証のCall for Evidenceで得た情報提供（指標価格関連）

◼ 包括的検証では、10～11月に容量市場の関係者に向けてCall for Evidenceを実施し、その中で
需要曲線や指標価格（Net CONE）について、将来に向けた気づきやアイデアをいただいた。

第70回容量市
場の在り方等に
関する検討会
資料より
（2025.12.1
8）
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24４．海外のNet CONEについて

◼ 欧米各国・地域の容量市場（集中型/シングルプライス方式）のNet CONEについて、現在の状況
を確認した。

◼ 足元の数年で設定されたNet CONE価格は、日本の約1万円/kWと比べて高い水準の国や地域も
ある。

◼ モデルプラントは、建設動向を踏まえて、日本と同じ天然ガスを燃料とする発電方式が採用されている。

対象国・地域
欧州

イギリス アイルランド ポーランド イタリア

Net
CONE

価格
(円/kW/年)*1 10,000 18,800 （未公表） （未公表）

算定年 2013 2023 ー ー

上限
価格

算定式 NetCONE×1.5倍 NetCONE×1.5倍 GrossCONE GrossCONE

モデル
プラント

発電種別*2 CCGT OCGT OCGT・CCGT OCGT

燃料種別 天然ガス 天然ガス 天然ガス 天然ガス

＊1 以下の通貨レート（2025年9月月末TTS）にて算出
1$=149.88円、1￡=203.86円
1€=175.97円、1zł = 42.10円

＊2 GT(ガスタービン)については、国や地域により、
OCGT、SCGTの呼称が使用されている

＊3 NetCONEは暫定対応中のため算定値の公表なし

対象国・地域
アメリカ

PJM*3 ISO-NE MISO

Net
CONE

価格
(円/kW/年)*1 ー 16,300 13,300 

算定年 ー 2023 2025

上限
価格

算定式 ー NetCONE×1.6倍 GrossCONE

モデル
プラント

発電種別*2 CCGT SCGT OCGT

燃料種別 天然ガス 天然ガス 天然ガス



25５．国の審議会の検討内容を参考としたNet CONEの仮算定
2025年の発電コスト検証WGの公表値を用いた仮算定

◼ 今回の検討の参考情報として、現行と同様にモデルプラントをCCGTとし、2025年の発電コスト検証
WGの公表値や直近の経済指標を用いて、メインオークションのNet CONEの仮算定を行った。

◼ 今回の条件における仮算定では、Net CONEは約2万円/kWであった（その場合の需要曲線の上
限価格は1.5倍の約3万円/kW）。

項目 単位

①現行のNet CONE
※1

②国の審議会の検討内容を
参考とした仮算定※2※3

※1 2015年の発電コスト検証WG
の公表値より

※2 2025年の発電コスト検証
WGの公表値より

Net CONE（指標価格） 万円/kW 1.01 2.05

設備容量（モデルプラント：CCGT） 万kW 140 60

資本費
建設費 万円/kW 12.0 26.8

設備廃棄費用 ％ 建設費の5％ 建設費の5％

運転維持費

人件費 億円/年 6.0 4.6

修繕費 ％/年 1.6 2.4

諸費 ％/年 0.7 1.1

業務分担費（一般管理費） ％/年 14.5 14.0

※3 容量市場メインオークション約定結果（対象実需給年度：2028年度）＜2025年1月29日公表＞より、需要曲線に対す
る応札状況（供給曲線）をもとに確認したところ、需要曲線の上限価格14,812.5円/kWから30,000円/kWまでの応札
価格の電源の容量の合計は約160万kWであった。



26６．近年採用されているLNG火力の発電方式について

◼ 2028年度向け容量市場メインオークションの落札電源より、近年に運転開始（または予定）※の
LNG火力プラントが採用している発電方式を確認したところ、容量ベースでは98％がCCGT方式で
あった。

第16回容量
市場の在り方
等に関する検
討会資料より
（2018.11.
20）

＜約定容量＞
LNG火力 容量：530万kW

内、CCGT 容量：519万kW（98％）
内、OCGT 容量： 11万kW（ 2％）

※実需給年度2028年度向けメインオークションに落札した電源の内、運開年度から実需給年度までの経過年数が5年以内（運開年度が2023年度以降）



27７．まとめ

◼ 本日は、Net CONEに関する論点について、国の審議会で検討が行われている内容や、本件の検
討の参考となる情報（包括的検証のCall for Evidenceで得た情報、海外の容量市場のNet 
CONEの動向、Net CONEの仮算定値、近年採用されているLNG火力の発電方式）をもとに、
Net CONEの検討に関するご意見をお伺いしたい。

◼ 本日の議論の内容について国の審議会と連携を図りつつ、引き続き検討が進められる予定となる。


